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9月定例会のあらまし
　令和３年９月定例会が８月３１日から９月１７日までの１８日間にわたって開かれました。
　 白 石 市 長 よ り 条 例 の 制 定、条 例 の 一 部 改 正、令 和 ３ 年 度 各 会 計 補 正 予 算、令 和 ２ 年 度 各 会 計 決 算 認
定 な ど の 議 案 が 提 出 さ れ、す べ て 原 案 の と お り 可 決 さ れ ま し た。ま た、議 員 発 議 に よ る 意 見 書 及 び 決
議議案３件が提出され、原案のとおり可決されました。

常葉保健センター

　住 民 を 主 体 と し た 地 域 運 営 組 織 の 構 築 と 拠 点 の 整 備
を 図 る た め、公 共 施 設 を 無 償 貸 付 を す る も の で あ り、
原案のとおり可決しました。
　詳細は、次のとおりです。

財産の無償貸付について

　 田 村 市 文 化 セ ン タ ー 舞 台 照 明 設 備 改 修 工 事 請 負 契
約 に つ い て、地 方 自 治 法 及 び 議 会 の 議 決 に 付 す べ き 契
約 及 び 財 産 の 取 得 又 は 処 分 に 関 す る 条 例 の 規 定 （ ※
１）に よ り、議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り、原 案 の と
おり可決しました。
　詳細は、次のとおりです。

田村市文化センター舞台照明設備
改修工事請負契約について

施　設　名 常葉保健センター

期　　　間 令和３年１０月１日から
　令和６年３月３１日まで

貸付の相手方 株式会社ジェイアール東日本企画
　代表取締役社長　赤石　良治

契約の名称 田村市文化センター舞台照明設備改修工事
契約方法 条件付き一般競争入札による契約
契約金額 ２億４，７５０万円

契約の相手方 日本電設工業株式会社　福島支社
　支社長　渡邊　隆 田村市文化センター （ホール）

常葉保健センター ( ホール )

※１　議会の議決に付さなければならない契
約は予 定 価 格 １ 億 ５ ０ ０ ０ 万 円 以 上 の
工 事 又 は 製 造 の 請 負 と す る 規 定 。
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９月定例会において、陳情１件が審議されました。結果は次のとおりです。

◎◎ 請願 ・ 陳情審査結果 ◎◎

９月定例会において、陳情１件が審議されました。結果は次のとおりです。
陳　情 ○地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書　【採択】

　　陳情者　　日本労働組合総連合会福島県連合会田村地区連合会　議長　小林　和彦

◎◎ 議員発議による意見書及び決議 ◎◎

９月定例会において、議員発議による意見書提出などの議案 3 件が審議され、すべて原案のとおり可決されま
した。内容は次のとおりです。

○地方財政の充実・強化を求める意見書
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、内閣府特命担当大臣（地
　　　　　方創生）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めることについて
　本年１２月３１日をもって任期満了となる人権擁
護委員の推薦について右表の方を適任としました。

区　分 氏　名

再任 　いがり　まこと
猪狩　誠

※意見が分かれた議案について掲載しました。
９月定例会賛否一覧表

本会議での採決の様子 （認定第１号）

議案等名

会派名

議
決
結
果

賛
成：反対

改革未来たむら 市民 net
たむら 市民の会 政友会 至誠会

無
会
派

議員名

佐
　
藤
　
重
　
実

安
　
瀬
　
信
　
一

石
　
井
　
忠
　
重

吉
　
田
　
文
　
夫

大
　
橋
　
幹
　
一

菊
　
地
　
武
　
司

石
　
井
　
忠
　
治

渡
　
邉
　
照
　
雄

遠
　
藤
　
雄
　
一

長
谷
川
　
元
　
行

橋
　
本
　
紀
　
一

白
　
石
　
勝
　
彦

二
　
瓶
　
恵
美
子

猪
　
瀬
　
　
　
明

照
　
山
　
成
　
信

半
　
谷
　
理
　
孝

遠
　
藤
　
正
　
德

大
和
田
　
　
　
博

土
　
屋
　
省
　
一

木
　
村
　
高
　
雄

認定第１号
令和 2 年度田村市一般会計歳入
歳出決算認定について

原案
認定 18： 1 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇○●

認定第２号
令和２年度田村市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

原案
認定 18： 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○●

〇

○

○：賛成　●：反対

○福島県立船引高等学校の存続を求める決議　（詳細については、１７ページ）

○コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、
　　　　　経済再生担当大臣
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　令和２年度田村市一般会計、各特別会計歳入歳出の決算認定及び各企業会計の決算認定の議案が提出され、
すべて原案のとおり認定しました。田村市議会の決算審査は、特別委員会に付託し審査を行っています。

（詳細は下表、５ページ、６ページ及び 7 ページのとおり）

歳入歳出決算を認定！！
令和２年度 一般会計　特別会計　企業会計

一般会計歳入内訳 令和２年度決算額 構成比
地方交付税 ９６億５，０７３万円 ２５．７％
国庫支出金 ７５億４，５９５万円 ２０．１％
市税 ３８億７，７２３万円 １０．３％
繰入金 ４４億６，７８８万円 １１．９％
県支出金 ３３億４，８３７万円 ８．９％
市債 ２７億２，４５６万円 ７．３％
繰越金 ３６億４，５６４万円 ９．７％
諸収入 ４億２，０９５万円 １．１％
使用料及び手数料 ２億５，９０２万円 ０．７％
財産収入 ７，６２６万円 ０．２％
分担金及び負担金 １億４，２５４万円 ０．４％
寄附金 １億８，０９５万円 ０．５％
その他（地方消費税交付金、地方譲与税など） １２億１，１８２万円 ３．２％

合　　計 ３７５億５，１９０万円 １００．００％

○令和２年度一般会計歳入決算

○令和２年度各特別会計歳入歳出決算

会計名称 歳入決算額 歳出決算額

特　
　
別

会
　
計

国民健康保険 ３７億２，８８０万円 ３６億１，８０７万円
介護保険 ４６億６，８６５万円 ４５億４，６１９万円
後期高齢者医療 ３億９，７１０万円 ３億９，６９０万円
滝根町観光事業 ５億７，６８３万円 ５億３，６８２万円
農業集落排水事業 ２，６２０万円 ２，４２８万円
授産場事業 ４，２４８万円 ４，２４８万円
診療所事業 １億８，６０１万円 １億８，６０１万円

計 ９６億２，６０７万円 ９３億５，０７５万円

○令和２年度各企業会計歳入歳出決算

会計名称 歳入決算額 歳出決算額

水　道　事　業 収益的収支 ６億４，９２６万円 ６億２，７８１万円
資本的収支 ２億５，１２２万円 ４億　 ４０１万円

公共下水道事業 収益的収支 ６億２，２０９万円 ５億８，４８４万円
資本的収支 4 億４，２４６万円 ６億１，４４１万円

病　院　事　業 収益的収支 ７，３４１万円 ７，３４１万円
資本的収支 ２億１，３７３万円 １億８，２４３万円
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☆市民一人あたり☆
≪約９６万５，７１９円≫

◎住民基本台帳人口
　　　　３５，４２７人
　（※令和３年３月３１日現在）

※○の数字は、支出の多かった費目順となっています。

③衛生費　　　 　　　３４億１，１６３万円
　☆市民一人あたり　9 万６，３００円
　・健康づくり、ごみ処理、環境対策などに

一般会計歳出３４２億１，２５２万円は、このよう
に使われました。

①民生費　　　　　　９０億９，８８９万円
　☆市民一人あたり　２５万６，８３５円
　・子育て支援、高齢者福祉、介護支援などに

②農林水産業費　　３６億３，６１２万円
　☆市民一人あたり　１０万２，６４０円
　・農林業の振興、有害鳥獣対策などに

⑥教育費　　　 　　　２８億６，１６０万円
　☆市民一人あたり　　８万　７７５円
　・学校教育やスポーツ・文化振興などに

④商工費　    　 　　２９億５，２４７万円
　☆市民一人あたり　　  ８万３，３４０円
　・産業や観光振興などに

⑨土木費　　　 　　　２１億２，７２３万円
　☆市民一人あたり　　6 万　　４５円
　・道路、河川、公園整備などに

⑪諸支出金　　　　　９億２，７１５万円
　☆市民一人あたり　　２万６，１７１円
　・財政調整基金、たむら市民病院建設基金など

⑧総務費　　　 　　　２２億６，０９２万円
　☆市民一人あたり　　６万３，８１９円
　・職員人件費、各種計画策定などに

⑬労働費　　　　　　　　　　　　９２１万円
　☆市民一人あたり　　　     　  ２６０円
　・貸付金原資などに

⑫議会費　　 　　　　　１億８，５２１万円
　☆市民一人あたり　           ５，２２８円
　・議員報酬、議会運営などに

⑩消防費　　　 　　　１１億８，８０７万円
　☆市民一人あたり　　  ３万３，５３６円
　・消防、防災などに

⑤公債費　　　　　　 ２８億９，８９８万円
　☆市民一人あたり　　８万１，８３０円
　・借金返済などに

⑦災害復旧費　　　２６億５，５０４万円
　☆市民一人あたり　　7 万４，９４０円
　・台風災害復旧事業などに

有害鳥獣対策実施隊

田村富士ロードレース大会

あぶくま洞秋まつり

田村市議会本会議

消防団活動
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★一般会計過去５年間の決算額の推移★

※市民一人あたりの金額は、歳出総額を住民基本台帳人口で徐した値です。

令和２年度

歳入 歳出歳入歳入 歳入歳出歳出 歳出

令和元年度平成３０年度平成２９年度平成２８年度

375 億
5,190 万円

262 億
１，７９０万円

283 億
７，７３６万円

305 億
４，５３２万円

346 億
１，０９６万円

342 億
1,252 万円

346 億
２，００１万円

359 億
４，５３４万円

☆市民一人あたり☆

約 84 万 6,623 円

◎住民基本台帳人口
　　　３６，０７９人
 （令和２年 3 月 31 日現在）

☆市民一人あたり☆

約 96 万 5,719 円

◎住民基本台帳人口
　　　３５，４２７人

（令和３年 3 月 31 日現在）

☆市民一人あたり☆

約 68 万 7,927 円

◎住民基本台帳人口
　　　３８，０９４人

（平成 29 年 3 月 31 日現在）

☆市民一人あたり☆

約 69 万 9,891 円

◎住民基本台帳人口
　　　３７，４６０人

（平成 30 年 3 月 31 日現在）

☆市民一人あたり☆

約 94 万　966 円

◎住民基本台帳人口
　　　３６，７９２人

（平成 31 年 3 月 31 日現在）

３００億円

２００億円

１００億円

★令和２年度一般会計項目別決算額の割合★

歳入 歳出

262 億
　５９１万円

275 億
８，０１９万円

歳出
（市で使ったお金）

３４２億１，２５２万円

市税
３８億７，７２３万円

（１０．３％）

国庫支出金
７５億４，５９５万円

（２０．１％）

県支出金
３３億４，８３７万円

（８．９％）

地方交付税
９６億５，０７３万円

（２５．７％）

歳入
（市に入ったお金）

３７５億５，１９０万円

その他 （使用料等）
１０億７，９７２万円

（２．９％）

繰入金
４４億６，７８８万円

（１１．９％）

繰越金
３６億４，５６４万円

（９．７％）

その他
１２億１，１８２万円

（３．２％）市債
２７億２，４５６万円

（７．３％）

衛生費
３４億１，１６３万円

（９．９７％）

民生費
９０億９，８８９万円

（２６．６０％）

土木費
２１億２，７２３万円

（６．２２％）

総務費
２２億６，０９２万円

（６．６１％）

商工費
２９億５，２４７万円

（８．６３％）

公債費
２８億９，８９８万円

（８．４７％）

教育費
２８億６，１６０万円

（８．３６％）

農林水産業費
３６億３，６１２万円

（１０．６３％）

消防費
１１億８，８０７万円

（３．４７％）

諸支出金
９億２，７１５万円

（２．７１％）

議会費
１億８，５２１万円

（０．５４％）

災害復旧費
２６億５，５０４万円

（７．７６％）

労働費
９２１万円
（０．０３％）

自主財源
130 億 7,047 万円

（３４．８％）

依存財源
244 億 8,143 万円

（６５．２％）
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決算特別委員会審査 委員長　白石　勝彦

　決算特別委員会には、令和２年度各会計歳入歳出決算認定１１件が付託され、原案のとおり認定すべきものと決
定されました。主な審査内容については、次のとおりです。

UDCT へ業務委託を行っている田村市まちづくり業
務委託の事業成果は。

昨年度の取り組みとして、ハンドメイド勉強会、つ
るし雛ワークショップを実施しております。その他
予定していた事業については、新型コロナウイルス
感染症対策により中止となった事業もありました。

（経営戦略室）

委員会審査状況

地域防災の要となる消防団の人員削減についてど
のように考えるか。

常葉町では、分団長、部長、団員、区長との話し合
いの中で人員削減を含む今後の組織体制について協
議を重ねてまいりました。協議の中で、持続可能な
組織体制を目指した組織体制づくりを進めてきた経
過があり、現在、取り組みを進めている他の地区に
ついても、持続可能な組織体制づくりを進めてまい
ります。

問

答（生活環境課）

消費生活センターへの相談件数と内容は。

令和２年度の相談件数は８７件です。相談内容とし
て多いものは、高齢者の光回線などの通信に関する
もの、架空請求などの商品に関するものとなってお
ります。また、コロナ禍の巣ごもり需要により、通
信販売に関するトラブルも全国的に増加傾向にある
との報道がされていることから、今後市内において
も増えてくることが予想されます。

問
答（生活環境課）

決算特別委員会の設置
委員長
副委員長
委員

白石　勝彦
石井　忠重
遠藤　雄一、二瓶恵美子、佐藤　重実、安瀬　信一
渡邉　照雄、土屋　省一、吉田　文夫、遠藤　正德
菊地　武司、木村　高雄、照山　成信、橋本　紀一
大和田　博、長谷川元行、猪瀬　　明、半谷　理孝

　令和２年度田村市の各会計決算を審査する
にあたり、各議員がすべての決算について審
査するためのもので、原案のとおり可決しま
した。（委員は右表のとおり）

一般会計歳入歳出決算

職員の出向状況と条件、他職員への影響は。

令和２年度では、１４名の職員が出向しており、出
向を希望する職員と受入れ先のバランスを取りなが
ら実施しています。今後も他職員への影響が出ない
ようバランスを取りながら実施していきます。

（総務課）

市認証ブランドの取り組みは。

認証産品の PR 動画を作成しており、現在市のホー
ムページ上で公開しております。令和３年度におい
ては、首都圏の主婦層等をターゲットに動画を作成
し、販売促進を図っていく計画です。

（農林課）

特別定額給付金の未申請の方に対する対応は。

未申請の世帯は２９世帯、３３名となっており、市
の対応としては、通知や訪問を行いました。その際
に実際に辞退された方が９名、転出された方が７
名、連絡がつかない方が８名、未申請の方が９名と
なっております。

問

答（社会福祉課）

コロナ禍における田村っ子の元気を支援する事業の
体験学習の実施状況は。

体験学習と総合学習分で分けられており、令和２年
度は体験学習として、スケート教室やスキー教室な
どを実施している学校が多くなっております。

（教育総務課）

答

答

答

答

問

問

問

問
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市政を問う！！
３名の方が代表質問、１１名の方が一般質問しました。

　
市政全般について各会派を代表し、質問することが代表質問。議員個々で様々な課題等について質

問することが一般質問です。議員は政策提言も含めて質問することができ、内容は自由です。ここで
は、質問項目（下表）を議員ごとに最大３問まで掲載しております。その他の質問内容につきましては、
田村市議会 YouTube に掲載しておりますので、ご利用ください。

市政全般

代表
市政運営について 菊地　武司議員 P  9
市長の施策について 遠藤　正德議員 P10

一般

白石市政の連携活動と透明性について 白石　勝彦議員 P10
注目度の高い事業について 半谷　理孝議員 P13
令和 3 年度予算の執行状況と今後の見通しについて 土屋　省一議員 P14
スマート自治体実現とアプリの利活用について 〃 〃
平成 27 年度から令和２年度までの市の財政状況について 遠藤　雄一議員 〃
指名競争入札の業者選定基準について 石井　忠治議員 P15

代表 ・ 一般質問

産業・観光

代表 産業政策について 菊地　武司議員 P  9

一般

木質バイオマス発電所の評価と将来性について 白石　勝彦議員 P10
市の事業計画見直しについて 吉田　文夫議員 P11
あぶくま洞東屋について 木村　高雄議員 P12
東部産業団地について 半谷　理孝議員 P13
桧山高原の利活用に係る事業展開について 石井　忠治議員 P15

安心・安全 一般
水道事業について 遠藤　雄一議員 P14
国・県道の拡幅改良について 照山　成信議員 P15

保健・福祉

代表
屋内遊び場について 石井　忠重議員 P  9
田村新市民病院について 遠藤　正德議員 P10

一般

田村市受動喫煙の防止に関する条例について 二瓶恵美子議員 P11
介護保険について 吉田　文夫議員 P11
田村市新病院建設について 渡邉　照雄議員 P13
市の新型コロナウイルス感染症対策について 照山　成信議員 P15

※代表質問や一般質問の欄にＱＲコードが掲載されています。スマートフォンなどで読み取ると、ユー
チューブの録画映像にアクセスできますのでご活用ください。

教　　育

代表 学校教育の現状について 石井　忠重議員 P  9

一般

学校教育環境について 二瓶恵美子議員 P11
通学路の交通安全の確保に向けた取り組みについて 佐藤　重実議員 P12
中学校における男女同室の着替えについて 〃 〃
新学期における新型コロナウイルス感染症対策について 木村　高雄議員 〃
教育環境について 渡邉　照雄議員 P13
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
代
表
質
問
」
と
「
一
般
質
問
」
で
す
。

現在、工事を中断してから５か月が経過しており
ますが、この間、市から支出した経費はありませ
ん。しかし、今後、工期の延長に伴い、月当たり
４００万円程度の現場仮設・維持経費や追加工事の
発生は回避できないものと考えており、支出を最小
に抑えるため早期の工事再開を目指してまいりま
す。
　また、今後の対応として、原因調査と特定に多く
の時間を費やし、工事再開に向けた対応が進まな
かったことも否めませんので、責任の所在と賠償の
問題も引き続き解決に向けて進めつつも、発生する
経費の一時立替えも念頭に施設の完成を急いでまい
ります。

事業停止後に発生した経費等、今後の対応は。

答
問

屋内遊び場について

（市長）

屋内遊び場の工事
再開時期は。

早期工事再開を目指
します。

工事を中断している屋内遊び場

本市におけるタブレット端末の活用につきまして
は、活用目標を設定し、小学校１・２年生が月１０
時間以上、３・４年生が月１５時間以上、５・６年
生および中学生が月２０時間以上としており、各校
各学年で若干の差があるものの、目標を概ね達成し
ております。
　タブレット端末活用の成果としては、ＩＣＴ機器
を活用することで、児童生徒の授業内容への興味関
心を喚起することや教員の授業への準備時間が短縮
されていることなどがあげられます。
　課題につきましては、教員のＩＣＴ機器への理解
力の差により、タブレット端末の活用場面に差が生
じておりますので、研修を通して教員のＩＣＴ機器
への理解力を高めてまいります。

授業におけるタブレット端末の活用状況と効果及び
課題について

答

問

学校教育の現状について

（市長）

　職員自らが、事業の課題等を見つけ出し、検証す
るため、課長等会のメンバーで事業の必要性、公益
性、効率性、経済性等をゼロベース（※２）で評価
検証をしております。
　市民病院建設事業の分科会は、会議、意見集約及
び調整など５回実施し検証終了後、部長等会の検証
会議を１回開催した結果、医療体制の充実を求める
市民ニーズと合致し、かつ将来にわたり高齢者割合
の増加や開業医の減少等の環境に対応する取組みで
あることから事業を継続との結論に至りました。
　道の駅建設事業の分科会は４回実施し、現在も継
続して検証中です。都路町複合商業施設事業の分科
会は５回実施し、今後、部長等会で検証を行います。
　現在、複数の補強案や屋根の架け替え案が提出さ
れ、原設計での再施工も含め、安全性や経済性など
総合的な検討を行い、工事再開を最優先に進めてい
く考えです。

①事務事業評価検証会議分科会 ( 新市民病院、道の
　駅、都路町複合商業施設 ) の開催回数と状況は。
②屋内遊び場の工事再開と工期は。

答

問

市政運営について

（市長）

コロナ禍での産業
振興策は。

関係機関と連携し、
実施します。

　田村市産業団地では、現在３社が操業を開始し、
未契約は２区画です。造成中の田村市東部産業団地
については、２区画とも未契約です。どちらの産業
団地にも複数の企業から問い合わせがあり、早期の
雇用創出に向け交渉中です。
　産業振興については、感染症の状況と事業者ニー
ズの動向を注視しながら、商工会等関係機関と情報
共有を密にし、必要な支援策を引き続き講じてまい
ります。

①産業団地への企業誘致の状況と今後の展望は。
②コロナ禍で疲弊している産業振興は。

答

問

産業政策について

（市長）

市民 net たむら
　菊地　武司議員

改革未来たむら
　石井　忠重議員

その他
・新市民病院の整備について
・新型コロナウイルスワクチン接種についての質問を行　
   いました。

たむらスマイル商品券

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

※２　物事を最初からやり直すこと。ゼロの状態か
ら検討しなおすことを意味するもの。

①

①

②

②
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市民病院と厨房施設整備については、医療体制の充
実を求める市民ニーズと合致し、高齢者割合の増加
や開業医の減少など環境変化に対応する取組みであ
ることから、事業を継続すべきとの評価検証での結
論に至り、過日、担当部署へ事業継続の指示をした
ところです。

継続事業を止めて評価検証を行っているが現状と終
了時期を伺う。

答

問

田村市新市民病院について

（市長）

中断した新市民病
院の整備は。

事業継続の指示をし
ました。

新市民病院建設予定地
( 船引町屋頭清水地内 )

市長就任以降、４か月が経過いたしましたが、この
間多くの市民の皆様や企業・団体、国・県や近隣自
治体の方々と意見や情報交換をさせていただく機会
があり、さらには市役所の部課長から所管する事業
の説明を受ける中で、事業の詳細や抱える課題の把
握に努めてまいりました。
　その課題の最たるものが市施策の評価・検証であ
り、良いところは伸ばし、改めるべきところは改善
するべく、現在、職員が鋭意、評価・検証作業を進
めているところであります。
　このことから、新たな施策に先んじて、これら直
面している施策の評価・検証に専心し、できうる限
り早期に結果を明らかにし、新たな施策の展開につ
きましては、必要性・緊急性などの重要性を鑑みて、
拙速にならないよう多くの声を参考にさせていただ
きながら、良質な施策・市民サービスの提供につい
て熟慮していくとともに、今は感染症防止対策と経
済対策に万全を期し、傾注していくほか、公約とし
ております防災対策の充実や、田村市版エコノミッ
クガーデニング（※３）による地場産業の活性化を
図ってまいります。

 新市長としての独自の施策について伺う。

答

問

市長の施策について

（市長）

　市公式 LINE を昨年７月から運用開始しており、
８月末現在６，７６３人に登録いただいておりま
す。運用については、市からの情報発信のみでした
が、本年度新たに、市からの情報を絞り込めるセグ
メント機能（※４）、チャットボット機能（※５）、
位置情報つきの通報システム機能、市情報メール配
信サービスとの連携機能を追加したほか、市民の声
も専用フォームから投稿できるよう機能強化を図
り、９月１日から運用を開始したところです。
　「市民の声ポスト」については、８月２日から
１０月２９日までの３か月間を試行期間として、本
庁、各行政局、各出張所の１２か所に設置したとこ
ろであり、１１月から本格運用を行ってまいりたい
と考えております。
　入札執行に当たっては、所定のルールに基づき実
施し、本年度より更なる透明性、公平性、競争性を
確保する観点から「条件付き一般競争入札制度」を
本格導入し、条件を満たす業者から幅広く入札参加
の申請を受け付けることとしております。また入札
結果などについて、市ホームページ上で公表し、幅
広く市民に情報を公開しており、今後も適正な入札
制度構築に努めてまいります。

①市民ほっと LINE・目安箱の設置状況は。
②公開入札の透明性を確保するルール作りは。

答

問

白石市政の連携活動と透明性について

（市長）

市民の声ポストの
設置は。

１１月から本格運
用をします。

市民の声ポスト

　地域協議会の報告書については、地元行政区に回
覧しており、作成に際し、事業者が出席した委員に
適宜確認するなど適正に行われていると考えます。
　操業開始に当たり、昨年１１月に大越地域を対象
とした施設見学会が開催され、多くの住民が参加し
ました。
　また、住民や各種団体、国・県等、林業関係者な
どの視察を受け入れており、小中学生の見学も積極
的に受け入れる意向であると聞いております。

①地域協議会報告書は適正に作成されているか。
②市民・児童の施設見学会の実施は。

答

問

木質バイオマス発電所の評価と将来性について

（産業部長）

至誠会
　遠藤　正德議員白石　勝彦議員

その他
・新型コロナウイルス感染症対策について
・田村市屋内遊び場についての質問を行いました。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

※３　地元中小企業が活躍できる環境を整え、地
域経済の担い手となる新たな人材を育成すること
により、地域経済を活性化させる政策のこと。

※４　指定した条件で情報を絞り込むための機
能のこと。

①

①

②

②
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
一
般
質
問
」
で
す
。

　アンケートは現滝根小１年の保護者と滝根幼稚園
年長の保護者を対象に実施し、その結果双方の保護
者から、新しい幼稚園の環境や教育内容について概
ね満足頂いていることが確認できました。特に、屋
外や室内での活動や小学生とのかかわりについて、
好意的な回答が８割を超えております。一方、「遊
具までの位置が遠い」や「校庭・体育館などのスペー
スが限られた時間しか使用できない」など、旧園舎
と比較した意見も頂いております。
　今後も同一施設内で行う幼小連携教育内容の充実
を図り、地域や保護者の皆様に理解を深めていただ
くとともに、施設面で寄せられた意見や要望に対
し、改善に向け検討してまいります。
　令和２年度に売却した滝根中学校の学校林売却額
は、２２１万３，２００円で、公共施設等整備基金
に積立てをしております。使途は本年度工事を進め
ている滝根中学校のトイレ洋式化工事に充当してお
ります。

①滝根幼稚園併設に伴う保護者アンケート結果は。
②滝根中学校林の売却額と使途については。

答

問

学校教育環境について

（教育部長）

滝根中学校林の売
却の使途は。

滝根中学校の設備
工事に充当します。

滝根小学校１階 ( ２教室） に併設された滝根幼稚園

現在、県の受動喫煙防止条例が施行された４月以降
の動静や他自治体の取組みなども参考に、喫煙者・
非喫煙者が相互に理解しあえるような、合理的な方
策、関係者への配慮とは何かなどの調査・検討を進
めております。
　具体的には、観光施設をはじめとした人の出入
り、人の流れがある公共施設を優先して検討を加え
るべきではないかと考えており、今後、各施設での
受動喫煙の実態調査と施設利用者、施設管理者及び
観光協会や商工団体など、関係者の意見を伺いなが
ら検討を深めてまいります。

公共施設に喫煙スペースの設置は。

答
問

田村市受動喫煙の防止に関する条例について

（保健福祉部長）

事務事業検証会議の分科会で、会議・意見集約及び
調整など合わせて５回実施し、分科会での検証が終
了しております。今後部長等会で検証を行い、でき
る限り早期に結論を出し、事業の方向性がまとまり
次第ご報告いたします。

都路町複合商業施設の見直しについて

答

問

市の事業計画見直しについて

（市長）

都路町複合商業施設
整備は。

方向性が決定次第
報告します。

　ＳＤＧｓが定める１７の目標のうち、特に３番
目「すべての人に健康と福祉を」では、介護予防・
日常生活支援総合事業や生活支援体制整備事業を、
１０番目の「人や国の不平等をなくそう」では、高
齢者の虐待防止と権利擁護事業を、１１番目の「住
み続けられるまちづくりを」では、高齢者の在宅支
援として、軽度生活援助事業、住宅改修事業、交通
対策支援事業など、これら各種施策を展開・推進す
ることを、第８期介護保険事業計画の基本理念であ
る「生きがいをもって、元気で暮らせる、支えあい
あふれるまちづくり」を実現するためのゴール目標
としております。
　高齢者介護施設での感染症対策としては、これま
で行ってきた感染予防の基本的な感染対策を継続
し、徹底していくことが、最も有効で大切なことで
す。
　また介護サービスは、感染防止対策等の徹底を前
提に、継続的なサービスの提供が求められており、
感染対策と併せ、施設・事業所内を含めた関係者と
の情報共有と役割分担、職員確保、業務の優先順位
の整理など、ルール化、明確化しておくことも重要
であると考えます。

①第８期田村市介護保険事業計画におけるＳＤＧｓ
　の取組みは。
②介護施設の感染症対策は。

答

問

介護保険について

（保健福祉部長）

吉田　文夫議員 二瓶恵美子議員
録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

※５　利用者が入力する文字や音声に対して、
ロボットが自動的に回答するシステムのこと。

移動支援モデル事業

①

①

②

②



議会だより／第６７号 12

　市では、通学路の安全確保に向けた取組みを行う
ため、警察署や道路管理者などの関係機関と連携
し、合同で危険個所の点検を行うとともに、その結
果を田村市通学路安全推進会議に報告し、対策を検
討したうえで、田村市通学路交通安全プログラムに
盛り込みながら交通安全の確保に努めております。
現在、各学校から報告のあった危険個所を取りまと
め、９月に合同点検、１０月に推進会議を開催予定
です。
　対策が必要な危険個所は、推進会議で検討し、歩
道整備や防護柵設置等のハード面の対策、交通規制
や交通安全教育等のソフト面の対策などを講じてま
いります。
　児童生徒の安全確保のために危険個所に対する注
意喚起は、各学校等を通し各家庭へ通知などでお知
らせをしております。
　また、市ホームページでも公表しておりますが、
危険個所の状況がわかる写真を入れるなど、よりわ
かりやすい周知方法を検討してまいります。

①通学路の合同点検実施要領は。
②合同点検結果の対策は。
③調査結果の周知は。

答

問

通学路の交通安全の確保に向けた取り組み
について

（教育部長）

通学路合同点検の
実施は。

９月に実施、１０月
に会議を行います。

公表されている危険箇所
（船引町北鹿又地内）

　中学校６校のうち、男女別に更衣室を設置してい
る学校は１校、空き教室を更衣室代わりに使用して
いる学校が４校、同室としている学校は１校です。
　ＬＧＢＴ（※６）等、多様な理解が求められる中、
少なくとも男女それぞれに更衣室を設置することは
必要であると考えております。
　今後空き教室が無い学校においては、校内で更衣
室として代用できる場所を検討したり、合同体育の
授業の着替えの際、２つの教室を男女それぞれに割
り当てたり、体育の授業がある場合には、運動着登
校を認めることにより着替える必要を無くすなど、
教育活動の工夫を図るとともに、各中学校教員、保
護者等関係者の意見を伺いながら、適切に対応して
まいります。

①田村市の現状は。
②男女別の着替える場所の必要性は。

答

問

中学校における男女同室の着替えについて

（教育長）

学校においては、感染を拡大させないことを第一に
考え、これまで実施してきた、検温、消毒、換気、
三密を避けた教育活動などを徹底・強化するととも
に、「向かい合った昼食」や「向かい合った近距離
での合唱練習や運動部での声出し」など、感染リス
クの高い活動や行動を避けた教育活動を行うよう、
各学校に周知しております。
　万が一、児童生徒や教職員に感染者が出た場合
は、県中保健所から濃厚接触者が特定され、ＰＣＲ
検査の結果が出るまでの間、校内の消毒を行うとと
もに、学級や学年、あるいは学校単位で臨時休校を
実施し、感染拡大防止に努めてまいります。

新学期における新型コロナウイルス感染症対策は。

答

問

新学期における新型コロナウイルス感染症対策
について

（教育長）

あぶくま洞東屋の
存続は。

倒壊の危険がある
ため解体予定です。

あぶくま洞東屋

あぶくま洞敷地内にある東屋は、老朽化に加えて度
重なる地震によりゆがみが大きくなっており、倒壊
の危険があるため、解体することとしております。
仮に修繕や移築するとした場合には、現在の構造で
は安全性が確保できず、建築基準法に基づく基準を
クリアするためには、柱などの修繕に加え、補強の
ための構造物の追加など多額の費用が見込まれるた
め、費用負担の面からも解体すべきと判断いたしま
した。
　本年度から着手しているあぶくま洞の再生事業で
は、解体後の跡地を含む周辺一帯を芝生化し、屋根
付きの休憩スペースを設置する計画としており、施
設全体の魅力向上を図るため、体験や交流施設とし
ての機能向上を図り、来場者の満足度を高めたいと
考えております。
　再生事業の推進にあたっては、地元団体とも意見
交換を始めており、今後一層、連携しながら検討し
てまいります。

修繕して存続させる考えは。

答
問

あぶくま洞東屋について

（産業部長）

佐藤　重実議員

※６　レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トラン
スジェンダー、それぞれの英語の頭文字を並べた略
称のこと。

日本共産党
　木村　高雄議員

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

①

①

②

②

③
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
一
般
質
問
」
で
す
。

屋内遊び場は、完成後の利用定員を１００人とし、
未就学児から概ね１２歳までの子どもとその保護者
に利用していただくこととしております。
財政負担については、施設運営業務委託料として
２，６４２万７，０００円、光熱水費などの施設維持
管理にかかる経費を３７９万円と見込み、財源の一
部は県の屋内遊び場確保事業補助金を充てることと
しております。
新市民病院については、利用者を１日当たり外来
１２０名、入院４２名程度と見込んでいます。完成
後の財政負担として、病院事業債の償還金を年間約
８，５００万円と試算しておりますが、交付税措置
後の実質負担額は１，４００万円から３，０００万円
程度と見込んでおり、その他、指定管理に要する経
費、医療機器等に要する経費は、今後精査してまい
ります。

完成時の利用者数見込みと財政負担は。

答

問

注目度の高い事業について

（市長）

他の買収単価との
違いは。

不動産鑑定評価を
もとに決定します。

造成工事中の東部産業団地

　震災からの復興のための雇用確保対策として、県
内でも数少ない大規模区画の事業用地を造成するも
ので、福島再生加速化交付金及び震災復興特別交付
税を財源として、開発面積約４２ｈａ、用地は２
区画で合計２１ｈａ、現時点での事業費総額は約
１０７億３，８００万円です。
　造成工事の際に発生した木材等の有価物の売却に
ついては、請負者に売却手続きを依頼し、売却代金
は市が請負者に支払う工事請負代金から差し引くた
め、最終的な受取者は市になります。
　東部産業団地とパークゴルフ場は、それぞれ不動
産鑑定評価を基に買収単価を決めております。

①財源、事業目的、総予算、取得・利用可能面積は。
②造成時の土・石・木材等の売却代金の受取者は。
③パークゴルフ場の買収単価との違いは。

答

問

東部産業団地について

（産業部長）

　基本計画は、たむら市民病院開設・医療再編統合
計画をベースとして、指定管理者との協議や病院事
業運営審議会での議論を重ね、さらにパブリックコ
メントを実施するなど、幅広い意見や要望を踏ま
え、新病院が将来にわたり地域の中核的医療機関と
しての役割や市民に望まれる機能など、施設整備に
向けた与条件の設定を目的に策定しております。
　これまでの取組みとしては、令和２年度から基本
計画に基づく基本設計に着手し、現在に至ってお
り、今後実施設計を進めてまいります。
　開院の時期は、今回の事業検証の影響により、半
年から１年程度の遅れが見込まれますが、速やかに
全体工程の見直しを行い、検証による遅延の影響を
極力抑えてまいります。
　市民病院への入院患者数は、昨年度の月毎の集
計では延べ２５７人で、うち田村市民が１９６人、
７６．３％を占めております。

①基本計画の背景とこれまでの取り組みについての
　認識は。
②完成時期と現市民病院の年間入院数は。

答

問

田村市新病院建設について

（市長）

検証による病院完
成時期の遅れは。

行程を見直し、影
響を抑えます。

たむら市民病院

　成果として、小学校６年の算数では、習熟度別学
習を行う際に、中学校の数学教員からの適切な助言
により学習内容を理解することができたり、理科や
音楽では、中学校教員の専門性の高い授業を受け、
学習への関心を高めたりしております。さらに、小
学校と中学校の校舎が通路で結ばれていることに
よって教員同士の交流も盛んになり、互いの授業を
参観しながら、義務教育９年間の学習の系統性や継
続性を意識した授業を行っております。
　複式学級は市内６校、１１学級あり、県教育委員
会から配置される非常勤講師が入らない、在籍児童
が少ない４校、５学級に市が雇用する複式学級支援
員を配置し、きめ細やかな指導ができるよう努めて
おります。

①常葉小中学校の小中連携の成果は。
①市内小学校の複式学級対策は。

答

問

教育環境について

（教育長）

公明党
　渡邉　照雄議員 　半谷　理孝議員

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

①

①

①

②

②

②

③



議会だより／第６７号 14

　新型コロナウイルス感染症対策により、事業中止
や見送りとなっている主なものは、生活環境課所管
の消防操法大会や観光交流課所管の各地域で予定し
ていた夏祭りなどで、予算については、夏祭り経費
１，９５０万円を減額し、代替イベントである「地
域応援観光事業」１，２５０万１，０００円の予算を
改めて計上させていただきました。
　そのほか、９月開催を予定していた成人式は中止
としたものの、現時点において実施時期を検討して
いる事業もあります。今後、中止が決まった事業は
決定次第、補正予算で調整してまいります。
　病院建設事業は、起債や国の補助金に係る事前協
議や申請を見送ったことで、年度当初の計画より半
年から１年程度遅れると見込んでおり、この遅延に
伴い、年間約６，０００万円の現病院の賃借料、指
定管理期間の延長・変更による負担が想定されます
が、新病院建設の全体工程の見直しにより、極力負
担増を発生させないよう努めてまいります。

①新型コロナウイルス感染症対策のため実施されな
　かった事業の予算総額とその処理は。
②評価検証により事業を停止したことによる財政上
　の影響とその措置は。

答

問

令和３年度予算の執行状況と今後の見通し
について

（市長）

実施されなかった
事業の処理は。

補正予算で調整を行
います。

消防団活動支援アプリ SAFE

「消防団活動支援アプリ」は、本年度試験的に導入
し、その有効性を検証しているところであります。
　このアプリは、火災の場所や団員の出動状況、消
防水利の確認など迅速で効率的な消防団活動を支援
するものです。
　また、既に導入している自治体の意見等により
日々カスタマイズされており、さらに運用しやすい
環境が整っていくものと考えられます。

消防団専用アプリの効果と本格導入への課題は。

答

問

スマート自治体実現とアプリの利活用について

（副市長）

経常収支比率、将来負担比率などの指標について
は、職員の定員及び給与の適正管理や、業務委託等
の民間活用による行財政改革を推し進めてきた結
果、少しずつではありますが、財政健全化が進んで
おり、成果として表れていると分析しております。
　実質公債費比率については、地方債全体の残高は
減少しているものの、平成２７年度以降、災害復旧
事業債の新規起債発行の影響で増加傾向となってお
り、今後は施設の老朽化やインフラ整備等による財
政負担が見込まれるため、将来世代への負担増とな
らないよう、目的基金の有効活用や交付税措置が見
込める地方債の活用を図りながら、比率上昇の抑制
に努め、財政健全化に向け取り組んでまいります。

各財政指標から財政状況の評価は。

答
問

（市長）

市の財政状況の評
価は。

継続して財政健全
化へ取り組みます。

　給水計画は、策定から１１年が経過し、国道
２８８号バイパスの整備により沿線の施設整備や新
築住宅の増加など給水需要が増えており、給水計画
区域外で将来的に需要が見込める区域や給水計画区
域内において費用対効果が低い区域など見直しの必
要性が生じていることから、現在策定を進めてい
る、田村市総合計画や田村市都市計画マスタープラ
ンとの整合性を図るとともに地域ニーズを確認しな
がら給水計画区域の見直しを図ってまいります。
　組織のスリム化を図ることで人件費の削減に努め
たほか、建設改良費では、起債の新規発行を抑制し、
借入利率の高い古い企業債も順次償還終了を迎えて
おり、残高は減少しております。
　しかしながら、厳しい経営環境に変わりなく、今
後老朽化が進む施設更新に備え資金を確保するため
にも、更なる経費削減、有収率の向上を図り、安全
安心、安定的で強靭な上水道を目指し、持続可能な
水道事業経営に取り組んでまいります。

①今後の給水計画は。
②水道事業会計の評価は。

答

問

水道事業について

（上下水道局長）

その他
・令和２年度決算についての質問を行いました。

　土屋　省一議員　遠藤　雄一議員

平成２７年度から令和２年度までの市の財政状
況について

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

田村市上下水道局

①

①

②

②
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次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
常
任
委
員
会
活
動
報
告
」「
第
２
回
臨
時
会
の
概
要
」で
す
。

　市では、国・県の新型コロナウイルス感染症対策
基本方針や感染拡大防止対策に基づき策定した、「田
村市新型コロナウイルス感染症拡大防止対策基本方
針」を逐次改正し、状況に応じた感染拡大防止策を
講じることとしております。
　今般の非常事態宣言発令に際しても、緊急特別対
策として方針の改正を行い、感染拡大地域との往来
自粛や飲食店等の営業時間の短縮、症状がある場合
の出勤、登校の禁止など、基本的な感染対策を徹底
することとし、市政だよりや防災無線による情報発
信と、８月２５日には、市ホームページの市長コメ
ントを更新し、改めて感染症対策の徹底をお願いし
ております。
　酸素濃縮装置の貸出を行っている自治体もあると
承知しておりますが、医師の処方・管理の下で利用
されることが原則であるため、本市において貸出用
に準備する予定はありません。

①市の具体的な感染症対策は。
②酸素濃縮装置の準備は。

答

問

市の新型コロナウイルス感染症対策について

（保健福祉部長）

酸素濃縮装置の準
備は。

貸出用に準備する予
定はありません。

国道３４９号線
（船引町新舘地内）

　石井　忠治議員 　照山　成信議員

　道路の利用状況、用地協力を含めた地域の合意形
成の状況等を総合的に見極めながら、優先度の高い
箇所から事業を進めており、昨年６月１０日に県、
市及び地元代表者の方々とともに現地立ち合いを行
い現状確認しております。本年度は、権利者調査を
実施予定であり、引き続き整備手法を検討するため
状況を把握していくと伺っております。
　道路の利用状況、用地協力を含めた地域の合意形
成の状況等を総合的に見極め、優先度の高い箇所か
ら事業を進めており、未改良区間については、管内
の道路整備状況や利用状況を見極めながら検討して
いくと伺っておりますので、県に対し引き続き拡幅
改良の要望をしてまいります。

①国道３４９号新舘交差点から二本松市境までの拡　
　幅改良の現状は。
②県道石沢荻田線拡幅改良の進捗状況は。

答

問

国・県道の拡幅改良について

（建設部長）

桧山高原は、東日本大震災以前はキャンプや牧草採
取、風力発電などに利用され、風力発電については
震災に関わらず稼働しておりましたが、牧草地につ
いては、震災以降は未除染のため飼料としての利用
が出来ない状況が続いておりました。
　採草を再開するため、本年度から福島県営農再開
支援事業に取り組んでおり、今後は営農再開事業を
安全かつ円滑に進めていくことが重要であると認識
しております。
　また、キャンプ場とため池周辺の遊歩道について
は、原発事故による風評被害などにより観光資源と
しての管理に至らず荒廃しておりましたが、空間線
量も低減したことから、昨年度に遊歩道周辺の雑木
伐採やため池の害草駆除を行っております。
今後は牧草地を除く広大な敷地について、美しい景
観を保つための適正な維持管理が重要であると考え
ております。

桧山高原の現状と今後の利活用の課題は。

答
問

桧山高原の利活用に係る事業展開について

（市長）

入札の加点項目と
点数は。

加点などは行って
おりません。

桧山高原

　市公用車購入は「指名競争入札制度」により発注
しておりますが、業者の選定に当たっては、各事業
者からの入札参加申請により登録された者のうち、
乗用車等の取扱いがある市内事業者を基準として、
工事等指名委員会に付して審査を実施しておりま
す。
　公用車購入は、物品購入であるため、評価を伴わ
ないことから、具体的項目への加点や点数付けは
行っておりません。
　公用車購入に当たって、ディーラー、代理店、一
般販売店について、区分や取扱いを変えるなどの措
置は行っておりません。

①公用車購入に係る業者選定基準は。
②加点される具体的項目及び点数は。
③ディーラーと代理店、一般販売店の区分及び取り
　扱いは。

答

問

指名競争入札の業者選定基準について

（総務部長）

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

①

①

①

②

②

②

③
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各常任委員会９月定例会活動報告
総務文教常任委員会

市民福祉常任委員会

産業建設常任委員会

予算常任委員会

議案６件を審査し、すべて可決すべきものと決定

議案８件を審査し、すべて可決すべきものと決定

議案１件を審査し、可決すべきものと決定

議案８件を審査し、すべて可決すべきものと決定

田村市個人情報保護条例の一部を改正する条例
情報開示請求についても該当するのか。

パスポート番号、個人年金番号、免許証番号など個
人が特定できるものについて規制することを明確化
するものです。

問
答（総務課）

今回対象となる４つの農業用施設の無償貸付契約期
間はどのくらいの期間になるのか。

今回の条例制定に際して、対象となっている４つの
農業用施設それぞれに耐用年数を設定しており、減
価償却が終了した際、契約相手先へ譲渡する形とな
ります。

被災地域農業復興総合支援事業に係る農業用施設
等の無償貸付及び譲与に関する条例について
問

答 （農林課）

対象となる特別償却設備には、農機具等は該当する
のか、対象業種に小売店は含まれるのか。

特別償却設備に農機具、機械整備は該当となります
が、対象業種に一般の小売店は含まれません。

田村市税特別措置条例の一部を改正する条例
問

答（税務課）

一般会計補正予算について
問

答

夏祭り中止による代替事業の実施は、次年度以降、
夏祭りと代替イベントのどちらも開催するとの期待
を抱かせるのでは。

（観光交流課）
今回の事業は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より中止となった夏祭り５イベントの代替事業で、
新型コロナウイルス感染症対策の単年度の事業とし
ており、各地区の観光協会長へ「この状況が落ち着
いた際には、従来の夏祭りの開催へ戻る」旨の説明

　９月９日に、田村市サツマイモ
貯蔵施設について所管事務調査を
実施しました。

所管事務調査

　９月９日に、市内消防屯所建
設と屋内遊び場について所管事
務調査を実施しました。

所管事務調査　条例の一部改正８件の議案が付託され、原案のとおり
可決すべきものと決定されました。主な審査内容は、次
のとおりです。

　条例の一部改正２件、組合規約の変更１件、計画策定
１件、財産の無償貸付１件、契約に関する議案１件、合
計６件の議案が付託され、原案のとおり可決すべきもの
と決定されました。主な審査内容は、次のとおりです。

所管事務調査 　９月９日に、県立高校の改革に
係る船引高校の存続について所管
事務調査を実施しました。

所管事務調査の様子

所管事務調査の様子

田村市サツマイモ貯蔵施設
（船引町門沢地内）

をしております。

議案審査の様子

　条例の制定の１議案が付託され、原案のとおり可決す
べきものと決定されました。
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　９ 月 定 例 会 に 先 立 ち、令 和 ３ 年 第 ２ 回 臨 時 会 が ７ 月 １ ９ 日 に 招 集 さ れ、　 白 石 市 長 よ り 下 記 の ２
議案が提出され、すべて原案のとおり可決されました。

　

最
終
ペ
ー
ジ
は
、「
市
民
の
声
」、「
若
者
の
声
」
な
ど
で
す
。

第2回臨時会のあらまし

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容（歳出）
事　業　名 補　正　額

2 億３，７４４万６千円増
（266 億 4,907 万 8 千円）

消費喚起・事業者応援事業
　（たむらスマイル商品券） １億３，６００万円

移住定住施策運営事業 ７，４５８万 4 千円
小さな拠点事業 ２，１３７万円

○一般会計補正予算の主な内容

臨時会で審議された議案

区分 番　号 件　　　　　名 議決結果

議案
49 号 田村市手数料徴収条例の一部を改正する条例

原案可決
50 号 令和３年度田村市一般会計補正予算 ( 第５号 ) について

福島県立船引高等学校の存続を求める決議

　下 記 の 内 容 は、９ 月 定 例 会 で 可 決 さ れ ま し た 決 議 内 容 の 一 部 と な り ま す。な お、１ ０ 月 １ ４ 日 に 県
教育委員会へ要望活動を行いました。

　田村市にある県立船引高等学校は、定時制農業科と家庭科
を置き、昭和２３年に開校した。その後、社会情勢や少子化
等環境変化に伴う様々な改変を経て、現在は、普通学級のみ
で各学年３学級、１年１００名、２年９６名、３年１０２名
の計２９８名の生徒が在籍している。
　福島県では、福島県学校教育協議会の答申を踏まえ、今後
１０年間の県立高等学校の在り方を示した県立高等学校改革
基本計画を２０１８年（平成３０年）に策定し、今後５年間
の具体的な方向性を示した前期実施計画により、県立学校等
学校改革を推進しており、２０２３年（令和５年）で一区切
りを迎えるが、次期、後期実施計画（２０２４年度（令和６
年度）～２０２８年度（令和１０年度））においては、これま
で以上に少子化が進むことにより、多くの高等学校が再編整
備計画の対象になることが懸念される。
　田村市唯一の船引高等学校が再編整備計画により、統廃合
の対象となるということは、単に施設が無くなるということ
ではなく、子供たちの進路選択の幅を狭めることばかりか、
地域の衰退を招くことにもつながっていくこととなる。
　よって田村市議会は、地域の子供たちの教育環境を守り、
持続可能な地域として実現していくためにも、県立船引高等
学校の存続を強く求める。

福島県立船引高等学校の存続を求める決議（一部抜粋）

写真上：左から鈴木県教育長、大橋議長
写真下：要望活動の様子



白岩　健太さん

船引高校２年生

　「ドローンとまちづくり」
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　１２月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。
新型コロナウイルス感染症対策に努め、検温、アルコールによる手指消毒、マスク着用を徹底しておりま
すので、傍聴をされる場合はご協力をお願いいたします。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

１１月２９日（月）初日（招集日）
　会期の決定、提案理由の説明等議事調査

１２月　１日（水）代表質問
１２月　２日（木）一般質問
１２月　３日（金）一般質問
１２月　６日（月）一般質問

１２月　７日（火）総括質疑、議案等の常任委員会付託
各常任委員会審査

１２月　８日（水）予算常任委員会審査

１２月１０日（金）最終日
　各常任委員会審査結果報告、質疑、討論、採決

9/3
9/2 8 名
6 名

９月定例会は、延べ３２人の方が傍聴されました。

☆田村市議会ホームページアドレス☆
 https://www.city.tamura.lg.jp/site/gikai/

議会だよりへのご意見・ご要望をお寄せください！！

シリーズ 若者の声シリーズ 市民の声

　船引高校２学年の「総合的な探究の時間」では、「若者に
魅力的なまちづくり」をテーマに、生徒一人一人が田村市に
ついて考える探究活動を行っています。
　私はドローン科学探究部に所属して活動をしており、ド
ローンを活用することで田村市の魅力ある観光地や広大な自
然を多くの人にアピールできるのではないかと考えました。
コロナ禍で旅行をすることが難しい状況ですが、ドローンで
撮影した動画を見ることで実際に観光しているような感覚を
味わってもらいたいと考えています。そのために、撮影地や
WEB サイトの作成について仲間と協力して案を出し、田村
市内の観光地の場所が一目で分かる地図とドローン動画を合
わせた「ドローン観光マップ」の作成を提案しました。

田村市常葉町

佐藤　昂史さん

「お客様からのプレゼント」

　私は常葉町で母と先代から続くアットホームな美容室を経
営しております。
　現在、来て頂いているお客様には、私が勤め始めた頃から
本当に優しく接していただき、お客様の温かさを感じながら
仕事をしています。
　お客様から差し入れで頂く物も多く、デザートや飲み物、
採れたばかりの野菜や果物など、頂いた物だけで生活してい
くことができるのではないかと思うくらい頂くことがありま
す。
　また、頂くのは物だけではありません。町の歴史や知恵、

令和３年９月定例会の傍聴者
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0 名
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　９月１０日（金）に本校で
市役所職員の方をお招きし、
中間発表会を行いました。発
表後、職員の方から頂いた助
言や他の班の発表を聞き、自
分たちの提案内容の改善点に
気づくことができたので、今
後内容をよりよいものにして
いきたいと考えています。

9/6
17 名

身の上話や世間話、たくさ
んの楽しい話を教えていた
だいております。
　まだまだ若輩者の私に
とって、いろいろと教えて
くださるお客様は、先生の
ような存在であり、そんな
お客様に美容師として最高
のサービスでお返ししたい
と思っております。

さとう

〈委員長〉　　吉田　文夫
〈副委員長〉　土屋　省一
〈委員〉　　　二瓶恵美子
　　　　　　石井　忠重
　　　　　　白石　勝彦
　　　　　　木村　高雄
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